
中学校第３学年小学校第６学年

令和５（2023）年 栃木県教育委員会

１ 教科に関する調査の結果から

教科全体としては、全国平均と同程度と捉えることができます。

教科別に見ると、小学校算数においては、平成31年度に「知

識」と「活用」の問題が一体化した出題形式になって以降初めて、

全国平均正答率を上回りました。しかし、中学校数学、中学校英

語については、全国平均をやや下回る結果が、ここ数年続いてい

ます。

○ 栃木県公立（上段）と全国公立（下段）の平均正答率

この資料は、令和５年度全国学力・学習状況調査の結果を基に、本県の特徴や指導に当たってのポイン

トをまとめたものです。本資料を活用して、「教科に関する調査」や「質問紙調査」の結果から見られる

県全体の傾向を把握するとともに、とちぎの子どもの「確かな学力」の向上に向けた指導改善にお役立て

ください。
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〈小学校第６学年〉 〈中学校第３学年〉

※ 令和２年度は、全国学力・学習状況調査を実施していない。

※ 国の方針に従い、令和３年度より県の平均正答率を整数値で示している。

栃木県の調査結果と自校の

調査結果を比較して、共通点

や差異点を分析し、日々の学

習活動の改善・充実を図って

いきましょう。

○ 栃木県（公立）の標準化得点の平均値の推移

※ 標準化得点とは、全国平均が100、標準偏差が10となるように標準化された得点です。全国学力・学習状況調査は、

年度ごとに設問数や問題の難易度を揃えていないため平均正答率による年度間の比較はできませんが、標準化得点に

より、過去の調査結果との相対的な比較をすることが可能となります。

(1) 教科全体の調査結果

～令和５年度 全国学力・学習状況調査結果から～～令和５年度 全国学力・学習状況調査結果から～

問題 H31 R3 R4 R5
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標準化得点の推移

を見ると、小学校に

おいては、平成26年

度から少しずつ右肩

上がりとなり、ここ

数年は横ばいの状態

が見られます。

中学校においては、

横ばい状態でしたが、

令和３年度以降低下

している傾向が見ら

れます。



③ 中学校 国語

〈正答数分布グラフ〉（横軸：正答数、縦軸：生徒の割合）

問
題
番
号

問題の概要

学習指導要領の内容
評価の観点 問題形式 正答率 無解答率

知識及び技能 思考力、判断力、
表現力等

言葉 情報
言語
文化

話す
聞く

書く 読む
知識
技能

思考
判断
表現

態度 選択 短答 記述
栃木県
(％)

全国
との差

栃木県
(％)

１一
インタビューの前に準備したメモについて説明した
ものとして適切なものを選択する

１
ア

○ ○ 87.0 -0.5 0.1 

１二
インターネットの記事を読んで気付いた点として適
切なものを選択する

１
ア

○ ○ 65.7 0.6 0.1 

１三
相手の話を受けて発した質問について、述べ方の工
夫とその意図を説明したものとして適切なものを選
択する

１
エ

○ ○ 76.1 -0.5 0.2 

１四
インタビューのまとめとしてどのようなことを述べ
るのか、自分の考えを書く

１
エ

○ ○ 83.2 0.7 10.4 

２一 「落胆する」の意味として適切なものを選択する
１
ウ

○ ○ 90.2 -0.9 0.1 

２二
二つの文章に共通する表現の効果を説明したものと
して適切なものを選択する

２
エ

○ ○ 63.9 0.9 0.3 

２三
それぞれの文章で述べられている「読書の楽しみ」
として適切なものを選択する

１
ア

○ ○ 73.4 -0.8 0.2 

２四
自分がこれからどのように本を読んでいきたいかに
ついて、読んだ文章を参考にして、知識や経験に触
れながら書く

２
エ

２
オ

○ ○ ○ 69.3 1.8 3.6 

３一
レポートの下書きの一部について、文の一部を直す
意図として適切なものを選択する

１
エ

○ ○ 53.1 -1.2 0.4 

３二 漢字を書く（おし量って）
２
ウ

○ ○ 48.4 4.5 10.1

３三
「『判じ絵』とは何か」と見出しを付けた部分につ
いて、内容のまとまりで文章が二つに分かれる箇所
を選択し、後半のまとまりに付ける見出しを書く

２
ア

○ ○ 61.9 0.1 1.9 

３四
「『判じ絵』の解読の面白さ」と見出しを付けた部
分に具体例として示す「判じ絵」を選択し、その解
読の仕方を書く

１
ウ

○ ○ 71.6 -0.5 10.0

４一 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（いひける）
１
ア

○ ○ 84.3 1.8 3.1

４二
原文の中の語句に対応する言葉を現代語で書かれた
文章から抜き出す（いと）

２
イ

○ ○ 74.5 0.4 4.6

４三
現代語で書かれた「竹取物語」のどこがどのように
工夫されているかについて、古典と比較して書く

１
エ

○ ○ 49.1 -0.9 20.7

※ 言葉：言葉の特徴や使い方に関する事項 情報：情報の扱い方に関する事項 言語文化：我が国の言語文化に関する事項
話す聞く：話すこと・聞くこと 書く：書くこと 読む：読むこと
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栃木県（公立）

全国（公立）

分類 区分
対象
問題数
（問）

平均
正答率
（％）

学習指
導要領
の内容

知識及び
技能

⑴言葉の特徴や使い
方に関する事項

2 69.3

⑵情報の扱い方に
関する事項

2 63.8

⑶我が国の言語文化
に関する事項

3 76.1

思考力、
判断力、
表現力等

A 話すこと・
聞くこと

3 82.1

B 書くこと 2 62.4

C 読むこと 4 63.9

評価の観点
知識・技能 7 70.6

思考・判断・表現 9 69.6

問題形式

選択式 7 72.8

短答式 4 67.3

記述式 4 68.3

〈設問別正答率〉



【中学校国語 １三】
出題の趣旨： 話の内容を捉え、知りたい情報に合わせて効果的に質問することができるかどうかをみる。
平均正答率 県 76.1％（全国 76.6%） 無解答率 県 0.2％（全国 0.2%）

【中学校国語 ３一】
出題の趣旨： 読み手の立場に立って、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えることができるかどうかを

みる。
平均正答率 県 53.1％（全国 54.3%） 無解答率 県 0.4％（全国 0.6%）

＜今後の指導に当たってのポイント＞
○ 話し手に質問する際には、話の内容を捉え、知りたい情報
に合わせて効果的に質問することが重要である。その際、目
的や状況を意識した上で、質問の意図を伝えたり、適切な機
会を捉えたりできるように指導することが大切である。
授業では、実際にインタビューをする学習の中に、共通の

目的や状況を設定し、それらに応じた質問の仕方や内容、適
切なタイミングなどを検討する活動を位置付けることが考え
られる。その際、知りたい情報に合わせて効果的に質問する
ことができたか、発言の仕方が効果的であったかなどを振り
返ることが重要である。振り返りの際には、録画したインタ
ビューの動画を視聴するなど、ICT機器を活用することも効
果的である。

＜今後の指導に当たってのポイント＞
○ 話し手に質問する際には、話の内容を捉え、知りたい情報
に合わせて効果的に質問することが重要である。その際、目
的や状況を意識した上で、質問の意図を伝えたり、適切な機
会を捉えたりできるように指導することが大切である。
授業では、実際にインタビューをする学習の中に、共通の

目的や状況を設定し、それらに応じた質問の仕方や内容、適
切なタイミングなどを検討する活動を位置付けることが考え
られる。その際、知りたい情報に合わせて効果的に質問する
ことができたか、発言の仕方が効果的であったかなどを振り
返ることが重要である。振り返りの際には、録画したインタ
ビューの動画を視聴するなど、ICT機器を活用することも効
果的である。

＜今後の指導に当たってのポイント＞
○ 書いた文章を推敲する際には、伝えようとするこ
とが伝わるように、読み手の立場に立って、表記や
語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整
えることができるように指導することが大切である。
授業では、推敲する前と後の文章を比較し、書き

換えた理由や意図を説明する学習活動が考えられる。
その際、叙述の仕方などを直したことで、伝えよう
とすることが十分に書き表されているかなどを、読
み手の立場に立って確かめることが重要である。

＜今後の指導に当たってのポイント＞
○ 書いた文章を推敲する際には、伝えようとするこ
とが伝わるように、読み手の立場に立って、表記や
語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整
えることができるように指導することが大切である。
授業では、推敲する前と後の文章を比較し、書き

換えた理由や意図を説明する学習活動が考えられる。
その際、叙述の仕方などを直したことで、伝えよう
とすることが十分に書き表されているかなどを、読
み手の立場に立って確かめることが重要である。

＜類型から見られる本県生徒の実態＞
○ 誤答である解答類型１、３、４の反応率の合計は23.7％で
あり、このように解答した生徒は「話の内容を捉え、知りた
い情報に合わせて効果的に質問すること」に課題が見られる。
特に解答類型４を選択した生徒は、南さんが、星野さんの

「毎日、こうした課題の解決に頭を悩ませています。」とい
う発言を受けて、星野さん自身の考えや体験を引き出そうと
していることを理解できていないと考えられる。また、「私
は美術部に所属しているのですが、よいアドバイスが浮かば
ず、作品の制作が滞ってしまうことがあるのです。」という
南さんの発言が、自分の体験を関連付けて述べているのでは
なく、星野さんとは異なる立場の意見を述べていると誤って
捉えたものと考えられる。

＜類型から見られる本県生徒の実態＞
○ 誤答である解答類型１、３、４の反応率の合計は23.7％で
あり、このように解答した生徒は「話の内容を捉え、知りた
い情報に合わせて効果的に質問すること」に課題が見られる。
特に解答類型４を選択した生徒は、南さんが、星野さんの

「毎日、こうした課題の解決に頭を悩ませています。」とい
う発言を受けて、星野さん自身の考えや体験を引き出そうと
していることを理解できていないと考えられる。また、「私
は美術部に所属しているのですが、よいアドバイスが浮かば
ず、作品の制作が滞ってしまうことがあるのです。」という
南さんの発言が、自分の体験を関連付けて述べているのでは
なく、星野さんとは異なる立場の意見を述べていると誤って
捉えたものと考えられる。

＜類型から見られる本県生徒の実態＞
○ 誤答である解答類型１から３の反応率の合計は

46.5％であり、誤答した生徒は、読み手の立場に
立って、語句の用法や叙述の仕方を確かめて、文章
を整えることに課題が見られる。「もち」を「もっ
たため」に直すことで、「ため」の前後の関係が
「原因と結果」の関係になることを十分に理解して
おらず、どのようなことを明確にしようとしたのか
という推敲の意図を捉えることができなかったと考
えられる。

＜類型から見られる本県生徒の実態＞
○ 誤答である解答類型１から３の反応率の合計は

46.5％であり、誤答した生徒は、読み手の立場に
立って、語句の用法や叙述の仕方を確かめて、文章
を整えることに課題が見られる。「もち」を「もっ
たため」に直すことで、「ため」の前後の関係が
「原因と結果」の関係になることを十分に理解して
おらず、どのようなことを明確にしようとしたのか
という推敲の意図を捉えることができなかったと考
えられる。



④ 中学校 数学

〈正答数分布グラフ〉(横軸：正答数、縦軸：生徒の割合)

問
題
番
号

問題の概要

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 正答率 無解答率

数と
式

図形 関数
データ
の活用

知識
技能

思考
判断
表現

態度 選択 短答 記述
栃木県
(％)

全国
との差

栃木県
(％)

１ －５、０、３、４．７、９の中から自然数を全て選ぶ １(1)
ア(ア) ○ ○ 40.5 -5.6 0.1 

２ １２(ｘ／４＋ｙ／６)を計算する ２(１)
ア(ア) ○ ○ 80.0 -0.5 3.8 

３
空間における平面が１つに決まる場合について、正しい記
述を選ぶ

１(２)
ア(ア) ○ ○ 28.9 -1.5 0.7 

４
ｙがｘに反比例し、比例定数が３のとき、ｘの値とそれに
対応するｙの値について、正しい記述を選ぶ

１(１)
ア(イ) ○ ○ 40.9 -1.9 0.3 

５
女子５０ｍ自由形の記録の、最小の階級から２９．００秒
以上３０．００秒未満の階級までの累積度数を求める

１(１)
ア(ア) ○ ○ 46.6 0.5 10.2 

６(１)
はじめの数が１１のとき、はじめの数にかける数が２、た
す数が３のときの計算結果を求める

１(１)
ア(ウ) ○ ○ 88.4 -0.5 2.4 

６(２)
はじめの数にかける数が２、たす数が６ならば、計算結果
はいつでも３の倍数になることの説明を完成する

２(１)
イ(イ) ○ ○ 57.7 -1.1 10.1 

６(３)
はじめの数にかける数がいくつ、たす数がいくつであれば、
計算結果はいつでも４の倍数になるかを説明する

２(１)
イ(イ) ○ ○ 40.2 -0.7 25.0 

７(１) １９６１年～１９７５年の四分位範囲を求める ２(１)
ア(ア) ○ ○ 63.7 -2.0 5.9 

７(２)
「２００６年～２０２０年の黄葉日は、１９９１年～２０
０５年の黄葉日より遅くなっている傾向にある」と主張す
ることができる理由を、箱ひげ図の箱に着目して説明する

２(１)
イ(ア) ○ ○ 34.2 0.6 22.6

８(１)
晴天大学が駅前を通過した時間と新緑大学が駅前を通過し
た時間の差について、グラフのどの２点のｘ座標の差とし
て表れるかを書く

２(１)
ア(ア)
イ(ア)

○ ○ 57.2 -0.3 8.8 

８(２)
二人の選手のグラフが直線で表されていることの前提と
なっている事柄を選ぶ

２(１)
ア(イ) ○ ○ 61.8 0.1 0.9

８(３)
グラフや式を用いて、新緑大学の選手が晴天大学の選手に
追いつくのが、６区のスタート地点からおよそ何ｍの地点
になるかを求める方法を説明する

２(１)
イ(イ) ○ ○ 40.2 -2.6 12.6 

９(１)
２つの直線ＢＣと直線ＡＥが平行であることを、三角形の
合同を基にして、同位角又は錯角が等しいことを示すこと
で証明する

２(１)
イ(ア) ○ ○ 31.1 -1.0 22.9

９(２)
二等辺三角形でない２つの合同な三角形のときに平行線が
かけないことについて、二等辺三角形のときの証明の中か
ら成り立たなくなる式を書く

２(２)
ア(イ)
イ(ア)

○ ○ 35.4 -1.6 15.2
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栃木県（公立）

全国（公立）

分類 区分
対象
問題数
（問）

平均
正答率
（％）

学習指導要領
の内容

A 数と式 5 61.4

B 図形 3 31.8

C 関数 4 50.0

D データの活用 3 48.2

評価の観点

知識・技能 10 54.3

思考・判断・表現 5 40.7

問題形式

選択式 4 43.0

短答式 6 61.9

記述式 5 40.7

〈設問別正答率〉



【中学校数学 ３】
出題の趣旨： 空間における平面が同一直線上にない３点で決定されることを理解しているかどうかをみる。
平均正答率 県 28.9％（全国 30.4%） 無解答率 県 0.7％（全国 0.8%）

＜今後の指導に当たってのポイント＞
○ 証明するためには、構想を立て、それに基づいて仮定から
結論を導く推論の過程を数学的に表現できるように指導する
ことが大切である。
授業を行う際には、証明したい事柄について、結論を導く

ためには、何を示せばよいのか、そのための根拠となる事柄
は何かを確認し、見通しをもつ活動を取り入れることが考え
られる。例えば、この問題では「２直線が平行であること」
を導くためには「錯角が等しいこと」を示す必要があり、そ
の「錯角にあたる２つの角が等しいこと」を示す根拠が「合
同な図形の対応する角が等しいこと」であるなど、結論まで
の過程を、ペアやグループで話し合う活動が考えられる。
また、証明を書くことについては、必要以上に証明の書き

方にこだわることをせず、生徒が自分なりに工夫して証明し、
よりよいものへと互いに高めていくことが大切である。その
ために、日々の授業において、「等しいと考える理由は、な
ぜですか」などと問い返すなど、根拠に当たる部分を常に考
えられるように、意図的に指導することが重要である。

＜今後の指導に当たってのポイント＞
○ 証明するためには、構想を立て、それに基づいて仮定から
結論を導く推論の過程を数学的に表現できるように指導する
ことが大切である。
授業を行う際には、証明したい事柄について、結論を導く

ためには、何を示せばよいのか、そのための根拠となる事柄
は何かを確認し、見通しをもつ活動を取り入れることが考え
られる。例えば、この問題では「２直線が平行であること」
を導くためには「錯角が等しいこと」を示す必要があり、そ
の「錯角にあたる２つの角が等しいこと」を示す根拠が「合
同な図形の対応する角が等しいこと」であるなど、結論まで
の過程を、ペアやグループで話し合う活動が考えられる。
また、証明を書くことについては、必要以上に証明の書き

方にこだわることをせず、生徒が自分なりに工夫して証明し、
よりよいものへと互いに高めていくことが大切である。その
ために、日々の授業において、「等しいと考える理由は、な
ぜですか」などと問い返すなど、根拠に当たる部分を常に考
えられるように、意図的に指導することが重要である。

【中学校数学 ９（１） 】
出題の趣旨： ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができるかどうかをみる。
平均正答率 県 31.1％（全国 32.1%） 無解答率 県 22.9％（全国 24.7%）

＜類型から見られる本県生徒の実態＞
○ 正答の条件とそれぞれの根拠を十分に示せた生徒の割合は
平均正答率31.1％のうち17.5％であった。誤答を見ると、
正答の条件である「∠ＢＣＡと∠ＥＡＣが等しいこと」や、
ＢＣ∥ＡＥを示すために、「錯角が等しい」ことを示すこと
ができないなど、証明するためにはどのような条件が必要な
のか、その根拠を明らかにすることに課題が見られる。また、
無解答率が22.9％であることから、記述に関しては、引き
続き指導を工夫することが必要である。

＜類型から見られる本県生徒の実態＞
○ 正答の条件とそれぞれの根拠を十分に示せた生徒の割合は
平均正答率31.1％のうち17.5％であった。誤答を見ると、
正答の条件である「∠ＢＣＡと∠ＥＡＣが等しいこと」や、
ＢＣ∥ＡＥを示すために、「錯角が等しい」ことを示すこと
ができないなど、証明するためにはどのような条件が必要な
のか、その根拠を明らかにすることに課題が見られる。また、
無解答率が22.9％であることから、記述に関しては、引き
続き指導を工夫することが必要である。

＜今後の指導に当たってのポイント＞
○ 空間における平面が１つに決まるときの条件について、下敷きなど身近にあるものや直方体など具体物
を用いて、観察や操作などの活動を通して、実感を伴いながら理解できるようにすることが大切である。
授業を行う際には、まず、空間に無数の平面が存在することをイメージできるようにすることが大切で

ある。その上で、「空間における平面が１つに決まる」とはどういうことか、また、今回の調査問題の選
択肢のような平面とはどのようなものなのかを、具体物を用いて実感できるようにすることが必要である。
その後、平面が１つに決まるための条件が不十分なものを取り上げ、どのような条件が必要かを考察する
活動を取り入れることが考えられる。また、カメラを固定する三脚やグランドピアノの脚が３本であるこ
となどを取り上げ、身の回りにある事象を図形として捉え、空間における平面の決定の理解を深めること
も有効である。
今後も平面の決定条件を考える際には、例えば、生徒自らが直方体の図を描いたり、身近にある消しゴ

ムや筆箱などを考えるヒントに使ったりしながら、与えられた条件をイメージできるように支援していく
ことも必要である。

＜今後の指導に当たってのポイント＞
○ 空間における平面が１つに決まるときの条件について、下敷きなど身近にあるものや直方体など具体物
を用いて、観察や操作などの活動を通して、実感を伴いながら理解できるようにすることが大切である。
授業を行う際には、まず、空間に無数の平面が存在することをイメージできるようにすることが大切で

ある。その上で、「空間における平面が１つに決まる」とはどういうことか、また、今回の調査問題の選
択肢のような平面とはどのようなものなのかを、具体物を用いて実感できるようにすることが必要である。
その後、平面が１つに決まるための条件が不十分なものを取り上げ、どのような条件が必要かを考察する
活動を取り入れることが考えられる。また、カメラを固定する三脚やグランドピアノの脚が３本であるこ
となどを取り上げ、身の回りにある事象を図形として捉え、空間における平面の決定の理解を深めること
も有効である。
今後も平面の決定条件を考える際には、例えば、生徒自らが直方体の図を描いたり、身近にある消しゴ

ムや筆箱などを考えるヒントに使ったりしながら、与えられた条件をイメージできるように支援していく
ことも必要である。

＜類型から見られる本県生徒の実態＞

○ 解答類型を見ると、２点を含む平面や１つの直線上に

ある３点を含む平面は幾つもあることを捉えることがで

きていない生徒が、それぞれ３割程度おり、空間におい

て平面がどのように決定されるかを理解することに課題

が見られる。

＜類型から見られる本県生徒の実態＞

○ 解答類型を見ると、２点を含む平面や１つの直線上に

ある３点を含む平面は幾つもあることを捉えることがで

きていない生徒が、それぞれ３割程度おり、空間におい

て平面がどのように決定されるかを理解することに課題

が見られる。



⑤ 中学校 英語
〈正答数分布グラフ〉（横軸：正答数、縦軸：生徒の割合）

問
題
番
号

問題の概要

学習指導要領の領域
評価の観点 問題形式 正答率 無解答率

聞く
こと

読む
こと

話す
こと

話す
こと

書く
こと

やり
取り

発表
知識
技能

思考
判断
表現

態度 選択 短答 記述
栃木県
(％)

全国
との差

栃木県
(％)

１（１）
ある状況を描写する英語を聞き、その内容を最も適
切に表している絵を選択する ○ ○ ○ 76.0 -3.0 0.0 

１（２）
道案内の場面における会話を聞き、その内容を最も
適切に表している絵を選択する ○ ○ ○ 62.9 -1.5 0.1 

１（３）
買物の場面における会話を聞き、その内容を最も適
切に表している絵を選択する ○ ○ ○ 48.7 -1.1 0.1

２
忘れ物に関する情報を得るために自動音声案内を聞
き、最も適切な番号を選択する ア ○ ○ 59.7 -1.4 0.1 

３
バーベキューパーティーについての説明を聞き、質
問の答えとして最も適切なものを選択する ア ○ ○ 40.5 -0.7 0.1 

４
水問題についての話を聞き、話し手の最も伝えたい
内容を選択する ウ ○ ○ 52.3 -2.5 0.4 

５（１）
ある状況を描写する英文を読み、その内容を最も適
切に表しているグラフを選択する ○ ○ ○ 55.1 -0.9 0.2 

５（２）
事実や考えが書かれた英文を読み、考えを表してい
る英文を選択する ○ ○ ○ 61.4 -3.1 0.2 

６
友達からのメールを読み、相手が示した条件に合う
イベントとして最も適切なものを選択する ア ○ ○ 33.4 -2.5 0.2 

７（１）
図書館について書かれた英文を読み、文中の空所に
入る適切な語句を選択する ○ ○ ○ 57.4 -2.4 0.2

７（２）
図書館について書かれた英文を読み、その概要とし
て最も適切なものを選択する イ ○ ○ 34.0 -0.7 0.7 

８（１）
ロボットについて書かれた英文を読み、書き手の最
も伝えたい内容を選択する ウ ○ ○ 54.7 -1.4 0.8 

８（２）
ロボットについて書かれた英文を読み、書き手の意
見に対する自分の考えとその理由を書く ウ ○ ○ 19.2 -0.3 30.0

９（１）
①

与えられた英語を適切な形に変えたり、不足してい
る語を補ったりして、会話が成り立つように英文を
完成させる

ア ○ ○ 36.8 -3.6 6.6

９（１）
②

与えられた英語を適切な形に変えたり、不足してい
る語を補ったりして、会話が成り立つように英文を
完成させる

ア ○ ○ 16.9 -4.0 11.8

９（２） メールの英文を依頼する表現に書き換える ア ○ ○ 26.2 -2.8 26.1

１０
学校生活（行事や部活動など）の中から紹介したい
ものを１つ取り上げ、それを説明するまとまりのあ
る文章を書く

イ ○ ○ 6.8 -0.6 20.7 
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20%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問11問12問13問14問15問16問17問

栃木県（公立）

全国（公立）

分類 区分
対象
問題数
（問）

平均
正答率
（％）

学習指導要領
の内容

⑴ 聞くこと 6 56.7

⑵ 読むこと 6 49.4

⑶ 話すこと
［やり取り］

４ 12.9

⑷ 話すこと
［発表］

１ 14.2

⑸ 書くこと 5 21.2

評価の観点
知識・技能 9 49.1

思考・判断・表現 8 37.6

問題形式

選択式 12 53.0

短答式 3 26.7

記述式 2 13.0

※ 話すこと調査（［やり取り］［発表］）の結果は、上記のグラフには含まれていません。

〈設問別正答率〉



【中学校英語 ８（２）】
出題の趣旨： 社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を書くことができるかどうかを

みる。
平均正答率 県 19.2％（全国 19.5%） 無解答率 県 30.0％（全国 29.3%）

＜今後の指導に当たってのポイント＞
○ 社会的な話題に関して読んだことについて、自分の考えや気持ちなどを書いて伝える言語活動を行う際は、
話すことの言語活動と統合させ、まずは、生徒同士で口頭で伝え合い、それぞれの考えやその理由を発展さ
せたり、深化させたりした上で、その内容を書いてまとめるなど、「話すこと」から「書くこと」の順に段
階的に指導することが大切である。
さらに、自分の考えを英語で書いてまとめた文を、ペアやグループで読み合い、内容や表現の仕方につい

て、互いにフィードバックするなどの活動を行うことも考えられる。その際は、綴りや語順、文法などの正
確さだけでなく、例えば、一番伝えたいこととその理由が書かれているかなど、内容面にも意識が向けられ
るよう助言し、最終的には、生徒自身が文章を推敲し、修正できるようにすることも大切である。

【中学校英語 ８（１）】
出題の趣旨： 社会的な話題について、短い文章の要点を捉えることができるかどうかをみる。
平均正答率 県 54.7％（全国 56.1%） 無解答率 県 0.8％（全国 0.8%）

＜今後の指導に当たってのポイント＞

○ 社会的な話題に関する文章を読んで要点を捉えるためには、まとまりのある文章を最初から最後まで通し

て読む機会を設ける必要がある。その際、文章から複数の情報を取り出し、その説明の中で最も重要な情報

はどれかを考えさせたり、文章全体としての構成や論理の展開を押さえた上で、書き手が最も伝えたいこと

を考えさせたりしながら、要点を捉えられるようにしていくことが大切である。

さらに、文章の要点を把握させた後に、内容に対する賛否や感想、自分の考えとその理由などをペアやグ

ループで尋ね合ったり伝え合ったりすることで、内容や情報を整理し、思考を深めることができると考えら

れる。

＜類型から見られる本県生徒の実態＞
○ 正答率が19.2％であることから、社会的な話題に関して書かれた文章を読み、自
分の考えとその理由を書くことに課題があると考えられる。
解答類型を見ると、書き手の意見に対する自分の考えを書いているが、その理由

を書いていない類型４に含まれる生徒が29.2％と、高い反応率であった。このこと
から、自分の考えとその理由を書く際は、自分がなぜそのように考えるのか、その
理由を具体的に書くことができるよう、指導を工夫する必要がある。

＜類型から見られる本県生徒の実態＞

○ 本設問は、ブラウン先生が作成したロボッ

トに関する短い文章を読み、先生が最も伝え

たいことは何かを選ぶ問題である。１から４

までの選択肢は、全てブラウン先生が作成し

た文章の中に書かれている内容である。選択

肢１から３の誤答を選択した生徒の合計は

44.5％であり、文章全体を読み通した上で、

書き手が伝えようとしている「要点」を捉え

ることに課題があると考えられる。


